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教育自体の自主性・自律性の問題でもある J(⑧ 2 9 - 3 0頁、傍点引用者〉






















































3 2 - 3 3頁)と。さらκ「現代公教育制度に公いて、真K国民全体の福祉と共同の利益を図る






























































左側面を強調する理論を求めるべきだと考えるからでるる j( 1 0 1頁〉。それは「法の適用K
偏したとき、学校が営む組織的努力のもっとも基本的な経験一教育とそのものーを解明すること








であり、その域を越えて直接に教育活動を行うことは許されないJ( 1 0 5頁)と学校経営の独
自の領域を設定する。こうした観点は教育行政の機能を学校経営の基礎的条件を整備すること K
求めること、そして学校経営自体の主体的で責任毒る姿勢を確立することとして具体化する
( 1 0 7頁)。
学校経営の独自性は学校で行われる活動そのものの性格=教育の自主性に起因するものとして、
独自性を中期著作の場合よりもさらK積極的K強調していこうとする姿勢がうかがわれる。
以上の観点、姿勢はr学校経営の革新j](現代学校経営講座 5、昭 51年〉所収論文「学校経
営論の研究開発jでは法規的視点K立つ学校経宮の認識を克服するためvcf教育はかくあること
を宣する行動を支配する法制の主体として、事実的。学校の教育意思を表明する解釈と判断の主
体として、教育実践活動とその経営が存在すると認識されるべきである」として示される(2 5 
頁)。乙れは教育行政と学校経営の関係、を学校活動の性格から、その性格を実現する立場から学
校の経営活動のより大きな裁量を求めてっくり出していったものといってよいだろう。
わたしはこの論文が教授の学枕経営研究の内容と思想、を基本的K表明したものと位置づけ、研
究方法論の完成されたものとみている。今後はたとえば「校長のリーダーシップ」左どの個別領
域を上記の方法論托もとづいてまとめていくしごとが残るのではないだろうかと考えている。
最後K教授の学校経営の独自性をさぐる基盤とされた教育の自主性について一つの疑問を出
して本論を締めくくりたい。
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2. 課題としての学校経営自立への戦略的視点
ぞれは教育の自主性の存在、その確立が学秘経営の独自性の前提であるといっても、その内容
の具体的説明、展開は必ずしも明らか托されているとはいい難いととである3女育の自主性犯関する理論的
戦略がはっきりし左いということである。そのため学校経営の独自性の実体が何であるかが依然
として不鮮明左ままで毛る。わたしが個別領域の研究が今後に残されたしどとであるといったの
は、こうした個別研究の在かで教育の自主性が具体的K明らか托されると思うからで各る。
教授が学校経営学を構想する際Kイメークしたものは単一学校の経営である。学校は実際vctl
00学校という個別の学校として存在し、運営されている事実氏よってその方法的視点は正しい
ものであろうし、いやこうした視点K立た在い隈り、 1)ァル左学校経営学を確立することはでき
ない。
しかし、もしこうした視点が教育の自主性の戦略的意義(教育の公共性との関連、公教育経営
氏卦ける教育の自主性の意義者ど)を明らかにするの K不十分で各るとするならば、もしくはそ
うした意義にみずからの方法をかかわらせていかないならば、単一学校経営学論の偏向として問
題Kされるかもしれ左い。われわれはその方法K偏向がないと考えているから ζそ、上記の意義
を明確Kすることが必要だと考えているのである。そしてまさKζのことは日本の学秘経営学が
立ち向うべき大き左課題でもるる。
教育の自主性への考察は初其暗作にみられたあの問題意識を拡大すること Kよってなしえたの
では左かったかと思われる。最近の著作ではその蘇生がみられたが、それを国民による教育文化
創造の活動とそれK対する学校の役割という戦略的視点Kどのようにつなげていくかを個別領域
の研究のなかでもっと明確にしていくべきだと思われる。
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